
 
 

【日程】 
 

13:00～13:10 開会行事 

挨拶  庄原市教育委員会 教育長  牧原 明人 

 

13:10～13:55 公開授業「小学校外国語科（英語）」 

「 I like my town. 」(We Can!２ Unit４)  

庄原小学校 第６学年児童 

 

14:00～14:40 中学生による外国語科の取組発表・英語スピーチ 

「庄原ＰＲ」  庄原中学校 第３学年生徒 

「英語スピーチ」庄原中学校 第２学年生徒 

 

14:40～14:50 休憩 

 

14:50～16:00 講演 

「外国人から見た日本のグローバル化の現状 

～日本人がグローバル化と向き合うための心構え～」 

ルース・マリー・ジャーマン 

 

16:00～16:10 閉会行事 

挨拶  庄原市ＰＴＡ連合会 会長  平岡 洋介 
 

令和元年度 
庄原市教育フォーラム 

庄原市では、「庄原で学んでよかったと心から思える教育」をめざし、子供たちが

ふるさと庄原で培った「知・徳・体」を原動力として、激しく変動する社会を生き抜

き、活躍できるよう取り組んでいます。 

本年度は「グローバル化」をテーマに、学校、家庭、地域が一緒になって子供たち

を育てていく土壌をつくり、これからの教育について考えていきます。 

令和元年10月20日（日） 庄原市教育委員会 



【公開授業】「小学校外国語科（英語）」 

庄原市立庄原小学校 第６学年児童 
 

 
 

★学校紹介★ 

 本校は、庄原市街地中心部に位置する、全校児童

323 名の小学校です。付近には、庄原市役所などの行

政施設、田園文化センターや庄原市民会館などの文

化芸術施設、さらには国営備北丘陵公園があります。 

明治 19 年、庄原尋常小学校として創立して以来、

庄原の地を支える数多くの先輩方を輩出し、平成 27

年に現在の新校舎に生まれ変わりました。 

 

★授業紹介★ 

本校では、小学校外国語パワーアップ事業の県指定を受け、パワーアップリーダーを中

心に、担任やＡＬＴ、庄原中学校と連携しながら、「子供たちが言葉で人とやり取りをする

大切さや楽しさを感じられる授業」を目指して日々取組を進めています。 

本時は、自分たちの住む地域にある施設やお祭り、そこでできること等について、自分

の考えや気持ちを伝え合います。授業で行う「Small Talk」では、新出表現や既習表現を

使って相手とのコミュニケーションを楽しみなが

ら、自らの考えが深まったり心が動いたりすること

を目指しています。児童の習得表現や語彙はまだ少

ないため、表現を間違えたり日本語が混ざったりす

ることも多いですが、「伝えたい！知りたい！」と

いう思いを大切にし、間違い、戸惑いながらみんな

で学び合う時間を積み重ねています。友達の声に耳

を傾け、思いを受け止めて反応し、なんとか英語で

伝えようとしている姿をご覧ください。 

■単元名：「 I like my town. 」（We Can!２ Unit４）  

 

■指導者：教諭 奥 真理子（パワーアップリーダー） 

教諭 富田 早紀、教諭 賀島 直弥 

 

■本時のねらい 
・庄原市のよさや願いについて自分の考えや気持ちを伝え合う。 

 
■主な活動 
  Jingle   Sounds Tennis   What facility? Quiz   Small Talk 



【中学生による外国語科の取組発表・英語スピーチ】 

庄原市立庄原中学校 生徒  

 

 

 

 

庄原中学校の生徒は、ここ庄原で育ち、学んでいます。そのふるさと庄原、母校庄原

中学校での歩みが、生徒の「誇り」となり、どのように歩んでいくか歩み続けるかが、

ふるさとや母校への「貢献」につながると考え、教育活動を進めています。 

本校では、２年前から総合的な学習の時間を核として、「ふるさと庄原」の学習を進め

ています。また、中学校外国語アップグレイド事業の県指定を受け、リーディング校と

して英語科の教育研究を進めています。昨年度は、２年生がふるさと庄原のＰＲに向け、

まずは国語科の授業でパンフレットを作成し、それを英語科の授業で英語版のパンフレ

ットにしました。そして、京都への修学旅行で、外国から京都へ来られた方に、そのパ

ンフレットを用いながら英語で庄原をＰＲしました。１年生は、庄原の自慢を絵葉書に

表現し、市内２か所で展示会を開き、庄原の自慢をＰＲしました。 

また、英語科での学びを英語スピーチコンテストや暗唱大会で発揮しました。 

本日は、修学旅行での庄原観光ＰＲの様子を、３年生の生徒とＡＬＴで再現します。

その後、英語スピーチコンテストで発表した２年生が、英語スピーチを行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■伊藤 なおみ 「Math ― a survival skill to be learned」 

（数学―学ぶべきサバイバルスキル） 
 

■三上  蘭  「A Small Action Leads to A Big Smile」 

                （笑顔を守る小さな行動） 

 

■指導者：教諭 重元 優樹（アップグレイドリーダー） 

課題を 
つかむ 

思考したことを 
実行する 

課題を 
思考する 

上手くいかないを 
再思考する 

ふるさと庄原を自分たち 
でＰＲしよう。 

パンフレットを使って 
庄原をＰＲしよう。 

修学旅行で外国の人に 
英語で紹介してみよう。 

市役所の人に実際に
プレゼンしてみよう。 

ＡＬＴに英語でプレ 
ゼンしてみよう。 

庄原を知らない人には 
これでは伝わらない。 

英語で想定外の質問を 
され戸惑った。 

庄原中学校の取組（外国語科）  

自らに誇りをもち、社会に貢献する   

 

ために協働し、行動できる生徒の育成  

庄原 PR 

英語スピーチ 

再思考したことを 
実行する 

① 

② ③ 

④ 
⑤ 

（④⑤） 



〔講師略歴〕 

アメリカ合衆国ノースカロライナ州生まれハワイ州育ち。1988年

にボストンのタフツ大学を卒業後、（株）リクルートに入社し、以来31

年間日本に滞在。 

1998年に日本語能力試験１級を取得。2000年から2011年まで

（株）スペースデザインに在籍し、営業部長、取締役営業本部長な

どを務める。12年間に渡り、毎年3000名以上の日本への「来客」に

接してきて日本が誇れる様々なところを実感。2006年に欧米女性

では極めて珍しい宅地建物取引士となる。 

2012年に（株）ジャーマン・インターナショナルを創業。日本のグローバル化のサポートとイン

ターナショナルマーケティング、インバウンド向けのプロモーションなどに取り組むとともに、日本

女性学習財団の評議員、一般社団法人HRM協会の理事、在日米国商工会議所のスペシャ

ルイベント委員会の共同委員長など、日本と海外の架け橋として幅広く活躍している。 

また、NHK教育テレビ「しごとの基礎英語」をはじめとするテレビ出演など各方面で活躍中。 

愛称はルーシー。著書に、「日本人が世界に誇れる33のこと」「やっぱりすごいよ、日本人」

「世界に輝く、ヤマトナデシコの底力」「日本人がいつまでも誇りにしたい39のこと」などがある。 

【講演】 演 題「外国人から見た日本のグローバル化の現状 
         ～日本人がグローバル化と向き合うための心構え～」 

講 師 ルース・マリー・ジャーマンさん  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ欄 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


